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エコパルなごや

（消防署があるビルの13階）

環境大学なごや

子どもも大人も気軽に参加できる環境講座を開
催しています。自然体験、工作、ワークショッ
プから自宅で学べるオンライン講座までいろい
ろな講座があります。
詳しくはウェブサイトや無料配布中の冊子「な
ごや環境大学ガイドブック2022後期号」をご
覧ください。

「なごや環境大学ガイドブック2022後期号」
  配布＆ウェブサイト公開中！

ワークショップ用の資料づくりや調べ学習の参考
テキストとして役立つ1冊。
ワークシート付、税込1,000円。
地球環境から身近な名古屋の環境まで知識を身
につけ行動するきっかけに。ご購入はエコパル
なごや窓口ほか。 お手元に置いて学びのパート
ナーにしてください！

なごや環境ハンドブック
好評発売中！

▲

各区役所・支所▲

図書館▲

生涯学習センター▲

スポーツセンター等

ガイドブック配布場所

〒460-0008 名古屋市中区栄一丁目23番13号 伏見ライフプラザ13階
〈TEL&FAX〉052-223-1223 〈E-Mail〉jimu@n-kd.jp 〈HP〉https://www.n-kd.jp

「なごや環境大学」
実行委員会事務局
（エコパルなごや内）

お問合せ先

①お名前・ふりがな ②電話番号 ③メールアドレス ④申込み回 ⑤講座名をメール、FAX、メールフォームからお申し込みください。お申込時の記入事項

な ごやをさ
さえる環境学

第５回
「なごやの未来」

市民が描くなごやの未来像について、
実現のためにじぶん事として何をすればよいのか、
ワークシートなどを活用して考えを深めます。

2023年1月28日(土)　10：30 ～ 12：00
名古屋市中区栄一丁目23番13号
伏見ライフプラザ13階
名古屋市環境学習センター エコパルなごや
無料
（ただし、なごや環境ハンドブックを
お持ちでない方は購入が必要です）
千頭聡氏（日本福祉大学国際福祉開発学部特任教授）
松本イズミ氏（NPO フィトラボ代表）
どなたでも
50名（先着順）
1月27日(金)

受講料

講　師

申　込定　員定　員対　象
申　込申　込定　員

申　込定　員定　員日　時

締　切

場　所

森林を後世に残し、みどりとつきあうための基礎
知識・管理技術などを身につけて行くための講座
を開催します。
第２回は間伐材を活用した簡単な木工のスキルを
学びます。

森イキ！スキルアップ講座
「なごや環境大学」森イキ！プロジェクト2022　

第2回
引き継ぎたい西の森
－私たちにできる事－

2023年1月26日(木)　14:00 ～ 16:00
戸田川緑地　ボランティアハウス
無料
前野健氏（岐阜県立森林文化アカデミー）
高校生以上
20名（先着順）
1月25日(水)

日　時

講　師
受講料

対　象

場　所

定　員
締　切

※開始時間については、
　早まる場合があります。

　地
ち

球
きゅう

上
じょう

では、地
ち

上
じょう

や海
うみ

の水
みず

は太
たい

陽
よう

の熱
ねつ

で温
あたた

められて蒸
じょう

発
はつ

します。蒸
じょう

発
はつ

した水
みず

は空
そら

へとのぼって雲
くも

となり、そこから雨
あめ

や
雪
ゆき

になって地
ち

上
じょう

に降
ふ

ってきます。地
ち

上
じょう

に降
ふ

った雨
あめ

や雪
ゆき

はふたたび蒸
じょう

発
はつ

します。一
いち

部
ぶ

は川
かわ

の水
みず

となって海
うみ

へ戻
もど

り、これらも
やがて蒸

じょう
発
はつ

します。このように常
つね

に水
みず

は形
かたち

を変
か

えて、この大
おお

きな地
ち

球
きゅう

の中
なか

をめぐっているのです。これを「水
みず

循
じゅん

環
かん

」と呼
よ

んでいます。
　わたしたちはこうした水

みず
循
じゅん

環
かん

の中
なか

で、飲
の

み水
みず

や炊
すい

事
じ

、洗
せん

濯
たく

、風
ふ

呂
ろ

、トイレなどで、たくさんの水
みず

を「生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

」として
使
つか

っています。ほかにも、工
こう

場
じょう

などで部
ぶ

品
ひん

などを洗
あら

ったり、部
ぶ

品
ひん

を冷
ひ

やすための「工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

」や穀
こく

物
もつ

や野
や

菜
さい

を栽
さい

培
ばい

したり
するための「農

のう
業
ぎょう

用
よう

水
すい

」など、いろいろな目
もく

的
てき

でたくさんの水
みず

を使
つか

っています。
　このように、水

みず
はわたしたちの生

せい
活
かつ

にとって、必
ひつ

要
よう

不
ふ

可
か

欠
けつ

な貴
き

重
ちょう

な資
し

源
げん

なのです。今
こん

回
かい

はこの貴
き

重
ちょう

な「水
みず

」という資
し

源
げん

の大
たい

切
せつ

さをあらためて考
かんが

えてみましょう。

いろいろな話
わ

題
だい

をお届
とど

けします。

水
みず

は貴
き

重
ちょう

な資
し

源
げん

、水
みず

の大
たい

切
せつ

さを考
かんが

えよう！

特
とく
別
べつ
ワークショップ、マンスリー企

き
画
かく
展
てん
示
じ

なごや環
かん
境
きょう
大
だいがく
学

特
とくしゅう

集

エコパル
NEWS

水
みず

は貴
き

重
ちょう

な資
し

源
げん

、
水
みず

の大
たい

切
せつ

さを考
かんが

えよう！



水
みず

はわたしたちが生
い

きていくうえで欠
か

かせないものです
が、現

げん

在
ざい

、「世
せ

界
かい

人
じん

口
こう

の増
ぞう

加
か

」、「気
き

候
こう

変
へん

動
どう

」、「開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

の経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

」などにより、世
せ

界
かい

ではさまざまな水
みず

資
し

源
げん

をめ
ぐる問

もん

題
だい

が発
はっ

生
せい

しています。
たとえば、国

こく

際
さい

連
れん

合
ごう

の「世
せ

界
かい

の人
じん

口
こう

推
すい

計
けい

（2022年
ねん

版
ばん

）」
によれば、世

せ

界
かい

人
じん

口
こう

は2030年
ねん

に約
やく

85億
おく

人
にん

、2050年
ねん

には
約
やく

97億
おく

人
にん

に増
ふ

える見
み

込
こ

みです。人
じん

口
こう

が増
ふ

えれば増
ふ

えるほ
ど水

みず

の使
し

用
よう

量
りょう

も増
ふ

えて、水
みず

不
ぶ

足
そく

は深
しん

刻
こく

になっていきます。
2050年

ねん

に約
やく

97億
おく

人
にん

になるとされる世
せ

界
かい

人
じん

口
こう

のうち、約
やく

半
はん

数
すう

が水
みず

不
ぶ

足
そく

にさらされ、4人
にん

に1
ひとり

人は慢
まん

性
せい

的
てき

な水
みず

不
ぶ

足
そく

の影
えい

響
きょう

を受
う

けると予
よ

測
そく

されています。
日
に

本
ほん

では「飲
の

み水
みず

に困
こま

る」ということはあまり考
かんが

えられ
ません。しかし、世

せ

界
かい

では水
みず

不
ぶ

足
そく

が深
しん

刻
こく

化
か

し、あたりまえ
に清

せい

潔
けつ

な水
みず

が確
かく

保
ほ

できない地
ち

域
いき

が少
すく

なくないのです。
2020年

ねん

時
じ

点
てん

では、世
せ

界
かい

で安
あん

全
ぜん

に管
かん

理
り

された飲
の

み水
みず

（※1）
を利

り

用
よう

（アクセス）できる人
ひと

の割
わり

合
あい

は、62％（2000年
ねん

）
から74％（2020年

ねん

）まで改
かい

善
ぜん

していますが、世
せ

界
かい

人
じん

口
こう

の
約
やく

4分
ぶん

の1にあたる20億
おく

人
にん

が、安
あん

全
ぜん

に管
かん

理
り

された飲
の

み水
みず

を
使
し

用
よう

できていません。このうち1億
おく

2,200万
まん

人
にん

は、河
か

川
せん

や
湖
みずうみ

、用
よう

水
すい

路
ろ

などの安
あん

全
ぜん

ではない未
み

処
しょ

理
り

の水
みず

を使
し

用
よう

していま
す。水

みず

は「きれい」なだけでは十
じゅう

分
ぶん

ではなく、「安
あん

全
ぜん

」で
なければ、人

ひと

々
びと

の健
けん

康
こう

は守
まも

ることはできません。
SDGs（エスディージーズ：持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

 ）の
目
もく

標
ひょう

6では、2030年
ねん

までに世
せ

界
かい

が達
たっ

成
せい

すべき目
もく

標
ひょう

の一
ひと

つ

として、「すべての人
ひと

が安
あん

全
ぜん

で安
あん

価
か

な飲
の

み水
みず

を入
にゅう

手
しゅ

できる
こと」が掲

かか

げられています。この目
もく

標
ひょう

では、安
あん

全
ぜん

な水
みず

を入
にゅう

手
しゅ

できない人
ひと

を減
げん

少
しょう

させるのではなく、すべての人
ひと

々
びと

に提
てい

供
きょう

することをめざしています。
（※１）安

あん
全
ぜん

に管
かん

理
り

された飲
の

み水
みず

：排
はい

泄
せつ

物
ぶつ

や化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

によって汚
お

染
せん

されていない　
　　　　水

すい
源
げん

から得
え

られる飲
の

み水
みず

２.２.世世
せせ

界界
かいかい

のの水水
みずみず

資資
しし

源源
げんげん

のの現現
げんげん

状状
じょうじょう

をを知知
しし

ろうろう

１.わたしたちが１.わたしたちが使使
つかつか

うことができるうことができる水水
みずみず

水
みず

の惑
わく

星
せい

といわれるほど
水
みず

が豊
ほう

富
ふ

な地
ち

球
きゅう

ですが、地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

のうち約
やく

97.5％が
海
かい

水
すい

などの塩
しお

水
みず

で、そのま
までは飲

の

むことも植
しょく

物
ぶつ

を育
そだ

てるために使
つか

うこともでき
ません。わたしたちは、生

せい

活
かつ

のためにたくさんの水
みず

を
必
ひつ

要
よう

としていますが、それは海
かい

水
すい

ではなく、塩
えん

分
ぶん

をほとん
ど含

ふく

まない淡
たん

水
すい

なのです。海
かい

水
すい

以
い

外
がい

の水
みず

である淡
たん

水
すい

は地
ち

球
きゅう

全
ぜん

体
たい

の約
やく

2.5％しかないのです。
この淡

たん

水
すい

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は南
なん

極
きょく

や北
ほっ

極
きょく

などの氷
こおり

として存
そん

在
ざい

して
いるため、地

ち

下
か

水
すい

や河
か

川
せん

、湖
みずうみ

などの水
みず

として存
そん

在
ざい

する淡
たん

水
すい

の量
りょう

は地
ち

球
きゅう

全
ぜん

体
たい

の水
みず

の約
やく

0.8％にすぎません。さらにこの
大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は地
ち

下
か

水
すい

であるため、河
か

川
せん

や湖
みずうみ

などの人
ひと

が利
り

用
よう

しや
すい状

じょう

態
たい

で存
そん

在
ざい

する水
みず

に限
かぎ

ると、その量
りょう

は約
やく

0.01％でし

かないのです。
この限

かぎ

られた水
みず

を、人
ひと

を含
ふく

めた陸
りく

上
じょう

の生
い

きものたちが分
わ

けあって生
せい

活
かつ

しています。さらに、世
せ

界
かい

規
き

模
ぼ

の人
じん

口
こう

増
ぞう

加
か

に
よる水

みず

需
じゅ

要
よう

の増
ぞう

加
か

によって、人
ひと

々
びと

が安
あん

心
しん

して使
つか

える水
みず

の量
りょう

は減
げん

少
しょう

し、ますます水
みず

の大
たい

切
せつ

さは高
たか

まっています。

出
しゅっ

典
てん

：国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

ウェブサイト「世
せ

界
かい

の水
みず

資
し

源
げん

」

世界の人々の、飲み水へのアクセス状況
（2020年時点）

出
しゅっ

典
てん

：日
に

本
ほん

ユニセフ協
きょう

会
かい

ウェブサイト「水
みず

と衛
えい

生
せい

」（円
えん

グラフは一
いち

部
ぶ

加
か

工
こう

）
出
しゅっ

典
てん

：business leaders square wisdom
　　　「世

せ
界
かい

の水
みず

不
ぶ

足
そく

問
もん

題
だい

とは？現
げん

状
じょう

や原
げん

因
いん

、テクノロジーによる解
かい

決
けつ

策
さく

」

①
②
③

④
⑤

●①
●②

●③

●④

●⑤



４.わたしたちのくらしと４.わたしたちのくらしと水水
みずみず

（１）世
せ

界
かい

の水
みず

がわたしたちのくらしをささえている
2021年

ねん

の日
に

本
ほん

の食
しょく

料
りょう

自
じ

給
きゅう

率
りつ

（カロリーベース）は38％
と低

ひく

く、日
に

本
ほん

では多
おお

くの食
しょく

料
りょう

を輸
ゆ

入
にゅう

しています。食
しょく

料
りょう

をつ
くるには大

たい

量
りょう

の水
みず

が必
ひつ

要
よう

です。例
たと

えば、1kgのトウモロコ
シを生

せい

産
さん

するには1,800リットルの水
みず

が必
ひつ

要
よう

です。また、
牛
うし

はこうした穀
こく

物
もつ

を大
たい

量
りょう

に食
た

べて育
そだ

つため、牛
ぎゅう

肉
にく

1kgを生
せい

産
さん

するには約
やく

2万
まん

リットルもの水
みず

が必
ひつ

要
よう

です。日
に

本
ほん

は海
かい

外
がい

から食
しょく

料
りょう

を輸
ゆ

入
にゅう

することによって、その生
せい

産
さん

に必
ひつ

要
よう

な分
ぶん

だ
け日

に

本
ほん

の水
みず

を使
つか

わないで済
す

んでいるのです。いいかえれば、
食
しょく

料
りょう

の輸
ゆ

入
にゅう

は形
かたち

を変
か

えて水
みず

を輸
ゆ

入
にゅう

していることになります。
もし、輸

ゆ

入
にゅう

品
ひん

と同
おな

じものを日
に

本
ほん

でつくったらどれだけ水
みず

が必
ひつ

要
よう

になるでしょう。輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

の生
せい

産
さん

に必
ひつ

要
よう

な水
みず

を「バー
チャルウォーター（仮

か

想
そう

水
すい

）」といい、海
かい

外
がい

の水
みず

資
し

源
げん

にど
れだけ依

い

存
ぞん

しているかをはかる指
し

標
ひょう

とされています。日
に

本
ほん

で水
みず

不
ぶ

足
そく

を感
かん

じないのは、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

で使
し

用
よう

される１年
ねん

間
かん

に
使
し

用
よう

する水
みず

の量
りょう

と同
どう

程
てい

度
ど

（約
やく

800億
おく

立
りっ

方
ぽう

メートル）のバー
チャルウォーターを輸

ゆ

入
にゅう

しているからなのです。

つまり、日
に

本
ほん

はバーチャルウォーターの輸
ゆ

入
にゅう

をつうじて
海
かい

外
がい

とつながっており、海
かい

外
がい

での水
みず

不
ぶ

足
そく

や水
すい

質
しつ

汚
お

濁
だく

などの
水
みず

問
もん

題
だい

は、その影
えい

響
きょう

を直
ちょく

接
せつ

受
う

ける日
に

本
ほん

とけっして無
む

関
かん

係
けい

で
はないのです。

３.３.日日
にに

本本
ほんほん

はは水水
みずみず

にに恵恵
めぐめぐ

まれている？まれている？
さて、つぎに日

に

本
ほん

の水
みず

事
じ

情
じょう

についてみてみましょう。日
に

本
ほん

の2011年
ねん

～2020年
ねん

の10年
ねん

間
かん

の年
ねん

降
こう

水
すい

量
りょう

（※１）の平
へい

均
きん

は約
やく

1,697ミリです。これは、世
せ

界
かい

の年
ねん

降
こう

水
すい

量
りょう

である約
やく

1,171ミリの約
やく

1.4倍
ばい

ですが、人
じん

口
こう

一
ひとり

人当
あ

たりの年
ねん

平
へい

均
きん

降
こう

水
すい

総
そう

量
りょう

（※２）をみると、約
やく

5,000立
りっ

方
ぽう

メートル／年
ねん

・人
にん

と、
世
せ

界
かい

の平
へい

均
きん

である2万
まん

立
りっ

方
ぽう

メートル／年
ねん

・人
にん

の4分
ぶん

の1程
てい

度
ど

となっています。
「日

に

本
ほん

は雨
あめ

も多
おお

いし、水
みず

は豊
ゆた

かなはずだ」と感
かん

じる人
ひと

も多
おお

いと思
おも

いますが、けっして豊
ゆた

かではないのです。
日
に

本
ほん

の年
ねん

間
かん

の降
こう

水
すい

総
そう

量
りょう

約
やく

6,500億
おく

立
りっ

方
ぽう

メートル（1986
年
ねん

から2015年
ねん

までの30年
ねん

間
かん

の平
へい

均
きん

値
ち

）のうち、約
やく

35％に
当
あ

たる約
やく

2,300億
おく

立
りっ

方
ぽう

メートルは蒸
じょう

発
はっ

散
さん

してしまいます。
残
のこ

りの約
やく

4,200億
おく

立
りっ

方
ぽう

メートルは、理
り

論
ろん

上
じょう

はわたしたちが
利
り

用
よう

できる水
みず

ですが、日
に

本
ほん

の地
ち

形
けい

は急
きゅう

な場
ば

所
しょ

が多
おお

くて河
か

川
せん

が短
みじか

く、さらに梅
つ

雨
ゆ

の時
じ

期
き

や台
たい

風
ふう

の時
じ

期
き

に雨
あめ

が集
しゅう

中
ちゅう

して降
ふ

るため、ほとんどの水
みず

は使
つか

われることなく海
うみ

に流
なが

れるなど
してしまいます。わたしたちが使

し

用
よう

できる水
みず

は、約
やく

791億
おく

立
りっ

方
ぽう

メートルであり、降
こう

水
すい

量
りょう

の総
そう

量
りょう

の約
やく

10％にすぎません。
そのため、少

しょう

雨
う

の年
とし

では、使
つか

うことができる水
みず

の量
りょう

がさ
らに少

すく

なくなり、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

でしばしば渇
かっ

水
すい

が起
お

きています。
日
に

本
ほん

でも1994年
ねん

にとても深
しん

刻
こく

な渇
かっ

水
すい

に見
み

舞
ま

われました。そ
の時

とき

は、全
ぜん

国
こく

の小
しょう

学
がっ

校
こう

でプールの授
じゅ

業
ぎょう

が中
ちゅう

止
し

になったり、
給
きゅう

食
しょく

の食
しょっ

器
き

も洗
あら

わなくてすむ使
つか

い捨
す

ての紙
かみ

皿
ざら

や紙
かみ

コップに

変
か

わったり、さまざまな影
えい

響
きょう

が出
で

ました。
日
に

本
ほん

では蛇
じゃ

口
ぐち

をひねれば簡
かん

単
たん

に水
みず

が出
で

てくるため、水
みず

が
豊
ほう

富
ふ

にあると思
おも

いがちですが、地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

のうち、わたし
たちが使

つか

える水
みず

はごくわずかです。例
たと

えば地
ち

球
きゅう

全
ぜん

体
たい

の水
みず

を
お風

ふ

呂
ろ

一
いっ

杯
ぱい

の水
みず

とすれば、使
つか

える水
みず

は地
ち

下
か

水
すい

を含
ふく

めても、
わずかコップ8杯

はい

程
てい

度
ど

です。こう考
かんが

えると、わたしたちが
使
つか

える水
みず

はどれだけ少
すく

ないかということがイメージできま
すよね。

（※１）降
こう

水
すい

量
りょう

：雨
あめ

や雪
ゆき

など地
ち

表
ひょう

に降
ふ

った水
すい

分
ぶん

の量
りょう

を水
みず

の深
ふか

さで表
あらわ

した値
あたい

（※２）降
こう

水
すい

総
そう

量
りょう

：降
こう

水
すい

量
りょう

に面
めん

積
せき

をかけて体
たい

積
せき

で表
あらわ

した値
あたい

出
しゅっ

典
てん

：国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

ウェブサイト「日
に

本
ほん

の水
みず

資
し

源
げん

の現
げん

況
きょう

」
出
しゅっ

典
てん

：政
せい

府
ふ

広
こう

報
ほう

オンラインウェブサイト「暮
く

らしに役
やく

立
だ

つ情
じょう

報
ほう

」

出
しゅっ

典
てん

：環
かん

境
きょう

省
しょう

ウェブサイト「バーチャルウォーター」
出
しゅっ

典
てん

：平
へい

成
せい

25年
ねん

版
ばん

環
かん

境
きょう

・循
じゅん

環
かん

型
がた

社
しゃ

会
かい

・生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

白
はく

書
しょ



５.５.水水
みずみず

資資
しし

源源
げんげん

をを守守
まもまも

るにはるには
地
ち

球
きゅう

上
じょう

の貴
き

重
ちょう

な水
みず

資
し

源
げん

を守
まも

るために、わたしたちにもできることがあります。それは一
ひとり

人ひとりが水
みず

に対
たい

する意
い

識
しき

を
変
か

えて行
こう

動
どう

することです。
まずは、世

せ

界
かい

には困
こん

難
なん

な水
みず

問
もん

題
だい

に直
ちょく

面
めん

している人
ひと

々
びと

が大
おお

勢
ぜい

いるという事
じ

実
じつ

を知
し

ることです。そして、わたしたち一
ひとり

人
ひとりが、水

みず

は豊
ほう

富
ふ

で好
す

きなだけ使
つか

うことができるという考
かんが

えをあらため、限
かぎ

りがある貴
き

重
ちょう

な資
し

源
げん

であることを十
じゅう

分
ぶん

に
理
り

解
かい

しなければなりません。そのうえで、むだづかいをしがちであったこれまでの水
みず

の使
つか

い方
かた

をあらため、健
けん

全
ぜん

な水
みず

循
じゅん

環
かん

を守
まも

るため、毎
まい

日
にち

の暮
く

らしの中
なか

での水
みず

の使
つか

い方
かた

を工
く

夫
ふう

してみましょう。

６.６.限限
かぎかぎ

りあるりある水水
みずみず

をを大大
たいたい

切切
せつせつ

にに
毎
まい

日
にち

、水
すい

道
どう

をとおして安
あん

全
ぜん

な水
みず

を使
し

用
よう

できるわたしたちの生
せい

活
かつ

において、世
せ

界
かい

の水
みず

問
もん

題
だい

は、遠
とお

くの話
はなし

で自
じ

分
ぶん

たちに関
かん

係
けい

ないと思
おも

うかもしれません。しかし、海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

されてくる食
しょく

料
りょう

などにたくさんの海
かい

外
がい

の水
みず

が使
つか

われているなど、世
せ

界
かい

で発
はっ

生
せい

している水
みず

資
し

源
げん

をめぐる問
もん

題
だい

が、わたしたちの生
せい

活
かつ

とけっして無
む

関
かん

係
けい

ではないことは理
り

解
かい

できたと思
おも

います。
日
に

本
ほん

に住
す

むわたしたちにとっても、水
みず

は無
む

限
げん

ではなく、限
かぎ

りある資
し

源
げん

です。限
かぎ

りある資
し

源
げん

を大
たい

切
せつ

に使
つか

うよう
心
こころ

がけたいものです。「節
せっ

水
すい

に努
つと

める」ことや「汚
よご

れた水
みず

を流
なが

さない」など、ささいなことでも構
かま

いません。
それは、個

こ

人
じん

でもできるSDGsの取
と

り組
く

みなのです。わたしたち日
に

本
ほん

人
じん

を含
ふく

め、世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

々
びと

の小
ちい

さな努
ど

力
りょく

の
積
つ

み重
かさ

ねが、やがて大
おお

きな力
ちから

となり、水
みず

問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

につながるはずです。

出
しゅっ

典
てん

：政
せい

府
ふ

広
こう

報
ほう

オンラインウェブサイト「暮
く

らしに役
やく

立
だ

つ情
じょう

報
ほう

」

やってみよう！くらしの水
みず

を守
まも

る取
と

り組
く

み

節
せっ

水
すい

する

・洗
せん

濯
たく

の回
かい

数
すう

を減
へ

らし、
　まとめて洗

あら
う

・食
しょく

材
ざい

などを洗
あら

うときに
　水
みず

を流
なが

したままにしない
・風

ふ
呂
ろ

の残
のこ

り湯
ゆ

は洗
せん

濯
たく

や
　清
せい

掃
そう

に利
り

用
よう

する

汚
よご

れのもとを
流
なが

さない

・食
しょっ

器
き

の油
あぶら

汚
よご

れは、紙
かみ

で
　油

ゆ
分
ぶん

を拭
ふ

き取
と

ってから洗
あら

う
・食

しょっ
器
き

洗
あら

いや洗
せん

濯
たく

の洗
せん

剤
ざい

、
　シャンプーなどを使

つか
いすぎない

・食
た

べ残
のこ

し、飲
の

み残
のこ

しを減
へ

らす

地
ち

域
いき

の
川
かわ

や水
すい

源
げん

を守
まも

る

・川
かわ

や湖
みずうみ

にごみを捨
す

てない
・地

ち
域
いき

の水
すい

路
ろ

や川
かわ

の清
せい

掃
そう

活
かつ

動
どう

や
　草

くさ
刈
か

り活
かつ

動
どう

などに参
さん

加
か

する
・水
すい

源
げん

となる森
しん

林
りん

の間
かん

伐
ばつ

　ボランティアなどに参
さん

加
か

する

（２）日
に

本
ほん

の水
みず

資
し

源
げん

をめぐる状
じょう

況
きょう

世
せ

界
かい

の水
みず

資
し

源
げん

をめぐり発
はっ

生
せい

するさまざまな問
もん

題
だい

は、「気
き

候
こう

変
へん

動
どう

」が原
げん

因
いん

の一
ひと

つといわれています。実
じつ

は温
おん

暖
だん

化
か

を
含
ふく

め、気
き

候
こう

変
へん

動
どう

で一
いち

番
ばん

影
えい

響
きょう

を受
う

けるのが水
みず

資
し

源
げん

なのです。
日
に

本
ほん

も例
れい

外
がい

ではなく、降
こう

雨
う

のパターンが今
いま

までと変
か

わり、
渇
かっ

水
すい

や洪
こう

水
ずい

が起
お

きやすくなっています。これまでにもた
びたび渇

かっ

水
すい

が発
はっ

生
せい

し、生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

以
い

外
がい

にも、工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

や農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

不
ぶ

足
そく

による工
こう

場
じょう

の操
そう

業
ぎょう

停
てい

止
し

や農
のう

作
さく

物
ぶつ

の成
せい

長
ちょう

不
ふ

良
りょう

な
どといった被

ひ

害
がい

が出
で

ていました。また、ここ数
すう

年
ねん

、これ
までの想

そう

定
てい

をはるかに越
こ

える大
たい

量
りょう

の雨
あめ

が短
たん

時
じ

間
かん

に降
ふ

って、
河
か

川
せん

のはんらんや土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

による被
ひ

害
がい

が相
あい

次
つ

いでいます。
一
いっ

方
ぽう

、日
に

本
ほん

の河
か

川
せん

や湖
みずうみ

の水
すい

質
しつ

は、戦
せん

後
ご

の急
きゅう

速
そく

な上
じょう

下
げ

水
すい

道
どう

の整
せい

備
び

や排
はい

水
すい

を規
き

制
せい

したおかげで全
ぜん

体
たい

的
てき

に改
かい

善
ぜん

傾
けい

向
こう

に
ありますが、ゴミの不

ふ

法
ほう

投
とう

棄
き

や施
し

設
せつ

の老
ろう

朽
きゅう

化
か

によって、今
こん

後
ご

水
すい

質
しつ

が悪
あっ

化
か

する可
か

能
のう

性
せい

もあります。
最
さい

近
きん

では、安
あん

全
ぜん

でおいしい水
みず

に対
たい

する関
かん

心
しん

が高
たか

まって
います。日

にち

常
じょう

のあらゆる機
き

会
かい

でペットボトルの水
みず

の購
こう

入
にゅう

量
りょう

が増
ぞう

加
か

しており、国
こく

内
ない

商
しょう

品
ひん

だけでなく輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

も増
ぞう

加
か

し
ています。しかし、海

かい

外
がい

からの水
みず

の輸
ゆ

入
にゅう

には、当
とう

然
ぜん

なが
ら、輸

ゆ

送
そう

燃
ねん

料
りょう

使
し

用
よう

による二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の発
はっ

生
せい

が伴
ともな

うことから、温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスの問
もん

題
だい

やペットボトル容
よう

器
き

の廃
はい

棄
き

処
しょ

分
ぶん

という問
もん

題
だい

も存
そん

在
ざい

するのです。



エコパルなごやのイベントや展示情報、なごや環境大学の講座情報など最新情報をタイムリーにお知らせします。エコパルなごやウェ
ブサイトのトップページ「エコパル通信」の登録フォームにメールアドレスを入力すると登録できます。

エコパルなごやのメールマガジン「エコパル通信」のお知らせ

登録登録エコパルなごや

家庭にある手つかずの食品をお持ちください。フードバンク活動団体「セカンド
ハーベスト名古屋」を通じて、食べ物を必要とする方に届けられます。
　　　  毎月８日～１４日　９:３０～１７:００（休館日を除く）

エコパルなごやでフードドライブを実施しています！

検索検索名古屋市　フードドライブ

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定が変更・中止になる場合があります。最新の情報は、エコパルなごやのホームページをご覧ください。

※受取ができる食品には条件があります。

詳しくはこちらから↓
日　時

ペーパービーズを使ったブレスレットづくり
日　時 ２月11日(土)　10:30～12:30、14:00～16:00

　　12日(日)　10:30～12:30、14:00～16:00
※受付各回終了15分前まで　
※材料がなくなり次第終了します
【11日】　でんきの科学館 2階 サイエンステラス
【12日】　名古屋市科学館 理工館３階 創造のひろば

会　場

どなたでも
無料
（名古屋市科学館は
入館料が別途必要）

チラシで作った
ペーパービーズを使って、
カラフルで可愛い
自分だけのブレス
レットをつくろう！

対　象
費　用

内　容

伏見サイエ
ンスエリア

伏見サイエ
ンスエリアにに行こう！行こう！３館コラボ企画３館コラボ企画

２月１１日（土）、１２日（日）は、エコパルなごや・
名古屋市科学館・でんきの科学館の３館が
コラボして、この期間だけの特別な実験ショー、
ワークショップなどを行います。エコパルなごやは
名古屋市科学館とでんきの科学館で出張ワーク
ショップを行うので、ぜひ遊びに来てください!!

マンスリー企画展示
家電リサイクルに
関する展示

家庭や事業者から排出された家電製品
（エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機）
がどのようにリサイクルされ、資源とし
て生まれかわるかの展示を行います。

グリーンサイクル株式会社

１月
テーマ

出展者

内　容

第17回環境絵画
コンクール入賞作品展示

子どもの頃から「環境」について考える習慣を身
につけてもらうために小学生を対象とした環境
絵画コンクールを開催しています。「きれいな空
気・水と生きもの」をテーマに全国の小学生から
1,589点の応募をいただき、その中から１１点の
入賞作品の展示を行います。子どもたちのすば
らしい着眼とメッセージをぜひご覧ください。

パナソニック エコシステムズ株式会社

２月
テーマ

出展者

内　容

花王国際こども環境絵画
コンテスト・入賞作品展示
子どもたちと考える地球の未来

世界の子どもたちが、身近な生活のエコと地
球の環境・未来について、真剣に考えて表現
した作品展示を行います。

花王グループカスタマーマーケティング株式会社

３月
テーマ

出展者

内　容

エコパルなごやに行って

3 館コラボの
ワークショップで
作った作品
（ペーパービーズのブレスレット）

を持ってエコパル
なごやへ行こう！
※ プレゼント内容は予告なく変わる事があります
※ 詳しくは当日のスタッフまでお尋ねください

素敵なプレゼントが
もらえるよ♪

プレゼント●をゲット！！をプレゼント●をゲット！！を



申込・問合せ先

E-mail：a2231066@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp
http://www.kankyo-net.city.nagoya.jp/ecopal/
TEL：052-223-1066　 FAX：052-223-4199

〒460-0008　名古屋市中区栄一丁目23番13号
 伏見ライフプラザ13階
地下鉄東山線・鶴舞線の伏見駅「6番出口」徒歩7分
■開館時間／午前9時30分 ～ 午後5時　■入館料／無料
■休  館  日／毎週月曜日  祝日の場合はその翌平日
　　　　　　年末年始 　 12月29日～1月3日 

名古屋市環境学習センター

エコパルなごや
科学館
白川公園

N

名
古
屋
駅

伏
見
通

大
津
通

矢場町

若宮大通

久屋大通

広小路通伏見

6

丸の内
錦通

桜通

地
下
鉄
鶴
舞
線

 

地
下
鉄
名
城
線

地下鉄 東山線

地下鉄 桜通線

栄

エコパルなごや

（消防署があるビルの13階）

環境大学なごや

子どもも大人も気軽に参加できる環境講座を開
催しています。自然体験、工作、ワークショッ
プから自宅で学べるオンライン講座までいろい
ろな講座があります。
詳しくはウェブサイトや無料配布中の冊子「な
ごや環境大学ガイドブック2022後期号」をご
覧ください。

「なごや環境大学ガイドブック2022後期号」
  配布＆ウェブサイト公開中！

ワークショップ用の資料づくりや調べ学習の参考
テキストとして役立つ1冊。
ワークシート付、税込1,000円。
地球環境から身近な名古屋の環境まで知識を身
につけ行動するきっかけに。ご購入はエコパル
なごや窓口ほか。 お手元に置いて学びのパート
ナーにしてください！

なごや環境ハンドブック
好評発売中！

▲

各区役所・支所▲

図書館▲

生涯学習センター▲

スポーツセンター等

ガイドブック配布場所

〒460-0008 名古屋市中区栄一丁目23番13号 伏見ライフプラザ13階
〈TEL&FAX〉052-223-1223 〈E-Mail〉jimu@n-kd.jp 〈HP〉https://www.n-kd.jp

「なごや環境大学」
実行委員会事務局
（エコパルなごや内）

お問合せ先

①お名前・ふりがな ②電話番号 ③メールアドレス ④申込み回 ⑤講座名をメール、FAX、メールフォームからお申し込みください。お申込時の記入事項

な ごやをさ
さえる環境学

第５回
「なごやの未来」

市民が描くなごやの未来像について、
実現のためにじぶん事として何をすればよいのか、
ワークシートなどを活用して考えを深めます。

2023年1月28日(土)　10：30 ～ 12：00
名古屋市中区栄一丁目23番13号
伏見ライフプラザ13階
名古屋市環境学習センター エコパルなごや
無料
（ただし、なごや環境ハンドブックを
お持ちでない方は購入が必要です）
千頭聡氏（日本福祉大学国際福祉開発学部特任教授）
松本イズミ氏（NPO フィトラボ代表）
どなたでも
50名（先着順）
1月27日(金)

受講料

講　師

申　込定　員定　員対　象
申　込申　込定　員

申　込定　員定　員日　時

締　切

場　所

森林を後世に残し、みどりとつきあうための基礎
知識・管理技術などを身につけて行くための講座
を開催します。
第２回は間伐材を活用した簡単な木工のスキルを
学びます。

森イキ！スキルアップ講座
「なごや環境大学」森イキ！プロジェクト2022　

第2回
引き継ぎたい西の森
－私たちにできる事－

2023年1月26日(木)　14:00 ～ 16:00
戸田川緑地　ボランティアハウス
無料
前野健氏（岐阜県立森林文化アカデミー）
高校生以上
20名（先着順）
1月25日(水)

日　時

講　師
受講料

対　象

場　所

定　員
締　切

※開始時間については、
　早まる場合があります。


